
準不燃 防火種別2-3  プラスチック系壁紙（その他）

おすすめコーディネート

EB2064

準不燃 防火種別2-3  プラスチック系壁紙（その他）

EB2065

EB2064 ~ EB2065ホルムアルデヒド等級 J I S
適合品Japanese 和

巾92cm リピート↑↓3.9cm ←→3.9cm（エンボスリピート）
※製法上、ジョイント部分が目立つ場合がありますのでお含みおきください。

天 井 EB2023 アクセント EB2064
ベース EB2062 ライト床 色

クッションフロア HM-4020
巾 木 W-98

天井や壁のアクセントに使える市松模様の壁紙です。

おすすめコーディネート

巾92cm リピート↑↓3.9cm ←→3.9cm（エンボスリピート）
※製法上、ジョイント部分が目立つ場合がありますのでお含みおきください。

天 井 EB2061 アクセント EB2065
ベース EB2061 ダーク床 色

クッションフロア HM-4042
巾 木 W-19

天井や壁のアクセントに使える市松模様の壁紙です。

■ 入居後の換気
施工時の臭いが残っている場合がありますので、
入居後一週間程度は十分に換気を行ってください。

■ タバコの煙・キッチンの油煙について
タバコの煙やキッチンの油煙などは壁紙を短期
間で黄変させ、頑固な汚れとなります。 室内の換
気を心がけてください。

■ 薬品や化粧品類を付着させない
スプレー式の薬品（殺虫剤・塗料・化粧品など）を
壁紙に付着させないでください。 また、傷薬など
の医薬品や口紅なども付着させないでください。 
種類によっては付着した色が落ちなくなったり、
壁紙が変色したりすることがあります。

■ 粘着テープを貼らない
粘着テープ（セロハンテープやガムテープなど）
を壁紙に貼らないでください。 テープの粘着剤
が壁紙に移行し、変色や汚れの原因となります。
また、粘着テープを剥がす時に壁紙を破損する
おそれがあります。

飲食物や調味料などの汚れは、直ちにかたく絞っ
たスポンジやタオルで汚れを吸い取るように拭
き取ってください。 落ちにくい場合は中性洗剤を
ご使用ください。 壁紙表面に残った洗剤は変色
の原因になりますので、真水かぬるま湯できれい
に拭き取ってください。
※強い洗剤やシンナーなどの有機溶剤は、変色や表
面破損の原因になりますので使用しないでください。

部分的な剥がれであれば、剥がれが広がる前に
ゴミや埃を取り除いた後、壁紙の裏に文具用の糊
や木工用ボンドをはみ出さないように塗布して、
十分に圧着してください。 剥がれてから時間が
経ったものや、劣化して硬くなったものは補修が
困難ですので、貼り替えをおすすめします。

ＥＢクロスには防かび性能がありますが、壁紙単
体でかびの発生を防ぐことはできません。常に換
気を心がけ、風通しを良くし、湿度の上昇を抑え
てください。かびが壁紙表面だけで発生している
場合、早めに消毒用アルコールで拭き取るのが
効果的です。
※表面が損傷する場合がありますので、目立たない
　箇所で試してからご使用ください。

結露や過度の湿気はシミ・剥がれ・かびの原因と
なりますので、室内の換気や湿度調整を心がけ
てください。

壁紙は日頃からある程度のメンテナンスを行い
ながら、使用状況に応じて5～10年を目安に貼り
替えをおすすめします。

1 一般注意事項

2 汚れが付着したら

3 剥がれてきた壁紙のメンテナンス

4 かびについて

5 結露について

6 その他

■ 重ね切り推奨

EBクロスは重ね切りでの施工を推奨します。また、柔軟で伸びやすいため切れやすい刃での施
工をおすすめします。

板

テンション棒
（２本）

■ 糊付け機の調整

EBクロスは一般ビニルクロスと比べて軽量です。材料の空転を避けるためにテンション棒を２本
使用する、または板を立て掛けるなど、材料に荷重を掛けることをおすすめします。（下図参照）
その際、材料に荷重が掛かるため、材料が短くなる場合がありますのでご注意ください。またクロ
スの受け軸根元（芯棒受けの間）にアタッチメントを付けることをおすすめします。

■ 糊付け後の注意点

壁紙に糊付け後、適切なオープンタイムを取ってください。（60分程度が目安となります） 施工を
容易にするとともに、膨れや目隙の発生を防ぎます。 また、壁紙をきつく折りたたんだり、湾曲部
に荷重がかからないようにしてください。 折りジワが発生し、元に戻らない場合があります。

■ 下地の平滑仕上げ

施工後の不陸を防ぐため、下地は平滑に仕上げてください。また、ネジ・クギ類は施工後の変色を避け
るため、突起を完全に沈め、サビ止めをしてください。

■ 下地は乾燥させてから

コンクリートやモルタルなどの湿式下地、およびシーラー・パテを施した箇所は十分に乾燥（水分
率11％以下）してから施工を開始してください。乾燥が不十分な場合、壁紙の変色・剥がれ・か
び・膨れが発生することがあります。

■ 下地や状況に応じたシーラー処理

木質系下地・合板下地・コンクリート下地・モルタル下地に直接施工すると、壁紙にシミや変色、膨
れが発生することがあります。 それぞれ専用のシーラーで必ず下地処理をしてください。 シーラー
処理を施すことで、接着不良や変色を防ぎ、また、リフォーム時に剥がしやすくなります。ＥＢクロス
は商品の特性上、透湿度が低いため、特にモルタル下地へ直接施工する場合はご注意ください。

4 その他

1 下地の調整

■ 有効巾について

壁紙は必ず有効巾でご使用ください。 重ねしろは有効巾に含みません。有効巾を超えた使用は、
左右色違いの原因となります。また施工後の裏印字透けの原因にもなります。

■ ジョイントについて

エンボス形状の細かい商品はエンボス深度の違いによりジョイントが目立つ場合があります。
また濃色の商品はジョイントが目立つ場合がありますのでお含みおきください。

■ 貼り出し確認

品質には万全を期しておりますが、念のため壁紙を3巾ほど施工した時点で商品に問題のないこ
とをご確認ください。 明らかに欠陥があると判断された場合には、直ちに作業を中断し販売店ま
たは弊社営業窓口までご連絡いただきますようお願い申し上げます。 3巾以降の施工費賠償に
ついては、原則お受けいたしかねますのでご了承ください。

3 貼り付け

2 接着剤

石


